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図１ 能登半島周辺海域の活断層と 2024 年 1 ⽉ 1 ⽇の地震（オレンジ⾊の星）とその余震の震央分布．紫⾊の活断層
トレースは，岡村（2019）に，⾚⾊の活断層トレースは，活断層データベースに基づく．基図は，20 万分の 1 海底地質
図及び⽇本シームレス地質図 V2．震源は防災科学技術研究所 Hi-net の⾃動震源処理結果（2024/1/1 00:00〜2024/1/2 
08:59，深さ 20km 以浅）で，メカニズム解は防災科学技術研究所の F-net 解を⽰す． 
余震分布の北側に沿う断層群は南傾斜，余震分布東部の南東側の断層は北⻄傾斜を⽰す． 
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図２ 能登半島北岸沖の活断層と 2024 年１⽉１⽇の地震の震央（オレンジ⾊の星）．基
図は，井上・岡村（2010）を⼀部改変．震源位置は防災科学技術研究所による⾃動震源
位置．参考に，気象庁⼀元化カタログによる 2007 年 3 ⽉ 25 ⽇能登半島地震（M6.9），
2021 年９⽉ 16 ⽇の地震（M5.1），2022 年６⽉ 19 ⽇の地震（M5.4），2023 年５⽉ 5 ⽇
（M6.5）の震央を⿊星、⾚星，⻘星, 緑星で⽰す． 
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図３ 能登半島の海陸シームレス地質図．基図は，井上ほか（2010）及び尾崎（2010）．
メカニズム解は防災科学技術研究所の F-net 解を⽰す．震央は図２と同じ． 
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